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町消防団とおもちをついて防火を誓う
【表紙】若草保育園幼年消防クラブが全国火災予防週間『防火もちつき』
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12
月
15
日
（
金
）
か
ら
入
居
申
し
込
み
開
始
。
入
居
は
平
成
30
年
６
月
、
10
月
予
定

早
期
の
創
造
的
復
興
を
～
災
害
公
営
住
宅
を
建
設

■
災
害
公
営
住
宅
を
３
地
区

　
で
整
備

　

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
か
ら
の
復
旧
復
興
の
た
め

の
指
針
と
し
て
策
定
し
た
「
町
震

災
復
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
で

は
「
災
害
公
営
住
宅
」
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

甲
佐
地
区
（
豊
内
地
内
）、
乙

女
地
区
（
田
口
地
内
）、
白
旗
地

区
（
芝
原
地
内
）
の
３
地
区
に
、

合
計
52
戸
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
６
月
（
乙
女
・
白
旗
）、

10
月
（
甲
佐
）
に
完
成
予
定
で
す
。

■
日
常
も
災
害
時
も
安
全
・

　
安
心
に
配
慮
し
た
造
り

　
「
災
害
公
営
住
宅
」
は
、
災
害

で
住
宅
を
失
い
、
自
力
で
の
住
宅

再
建
が
難
し
い
被
災
者
向
け
に
国

の
補
助
を
受
け
て
県
や
市
町
村
が

整
備
し
、
低
廉
な
家
賃
で
賃
貸
す

る
住
宅
で
す
。「
住
宅
」
に
入
居

す
る
に
は
、
一
定
の
入
居
要
件
が

あ
る
ほ
か
、
収
入
に
応
じ
た
家
賃

を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
木
を
活
か
し
た
ユ
ニ
バ
ー

　
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
住
ま
い

　
「
町
災
害
公
営
住
宅
供
給
計

画
」
で
は
、
次
の
３
つ
の
基
本
方

針
を
定
め
、「
住
宅
」
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

①
２
戸
１
住
宅
の
平
屋
建
て
を
基

　

本
と
し
、
１
住
戸
あ
た
り
最
低

　

限
65
平
方
㍍
程
度
を
確
保

②
住
宅
は
南
向
き
配
置
を
基
本
と

　

し
、
将
来
的
な
可
能
性
を
視
野

　

に
入
れ
た
ゆ
と
り
あ
る
整
備

③
宅
地
内
の
低
木
植
栽
と
玄
関
廻

　

り
に
街
路
空
間
を
形
成
、
住
宅

　

の
繋
が
り
を
誘
発
す
る
配
置

　

乙
女
、
白
旗
地
区
の
住
宅
に
は
、

収
穫
し
た
野
菜
な
ど
を
置
い
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
土
間
空
間
を
設
計
。

農
村
地
ら
し
い
生
活
を
支
え
る
住

ま
い
が
特
色
で
す
。

■
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
を
つ
な
げ
る
住
宅

　

12
月
15
日
（
金
）
か
ら
、「
住

宅
」
入
居
者
の
募
集
を
開
始
し
ま

す
。

　

　

募
集
す
る
の
は
甲
佐
地
区
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
30
戸
、
乙
女
地
区
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

12
戸
、
白
旗
地
区
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
６
戸
、

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
４
戸
の
合
計
52
戸
で
す
。

■
住
宅
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に

　
基
づ
い
た
計
画
で
実
施

　

町
で
は
、「
住
宅
」
建
設
戸
数

の
把
握
の
た
め
、
平
成
28
年
８
月

に
住
宅
被
災
者
の
今
後
の
住
ま
い

に
関
す
る
意
向
調
査
を
実
施
。
同

年
12
月
に
は
、
災
害
公
営
住
宅
供

給
計
画
を
策
定
し
、
平
成
29
年
２

月
に
は
住
宅
再
建
お
よ
び
「
住

宅
」
入
居
の
意
向
調
査
を
実
施
。

住
宅
被
災
者
の
状
況
が
変
化
し
て

い
く
中
、
供
給
計
画
戸
数
が
「
住

宅
」
へ
の
入
居
希
望
世
帯
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
入
居
希
望
世
帯
を
登

録
し
、
そ
の
後
の
細
や
か
な
情
報

提
供
を
行
い
ま
し
た
。

■
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興

　
を
目
指
す
町
の
シ
ン
ボ
ル

　

こ
の
整
備
は
、
県
の
「
く
ま
も

と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」
の
参
加
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
７
月
に
は
甲
佐
地
区
の
住
宅

の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
二
次
公

開
審
査
が
行
わ
れ
、
業
者
を
選
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
甲
佐
地
区
に
は
、
震
災

か
ら
の
創
造
的
復
興
や
本
町
の
活

性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
災
害

公
営
住
宅
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援

住
宅
お
よ
び
防
災
公
園
の
一
体
的

な
整
備
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　３地区の災害公営住宅の各団地について、
入居者を募集します。

■入居資格（①～③のいずれにも該当）

①平成28年熊本地震による災害により滅
　失した住宅に居住していた者
・り災証明書で「全壊」「大規模半壊」の者
・り災証明書で「半壊」で解体を行う者
②被災者生活再建支援（加算支援金）を利
　用していない者
③申請者および入居者が暴力団員ではない
　こと

■申込方法

　「災害公営住宅入居申込書」に必要事項
を記入の上、添付書類を添えて町建設課に
申し込むこと（申し込みは１団地のみ）。
※添付書類　所得証明書、住民票、り災証
　明書など

■申込期間

　12月15日（金）～平成30年２月28日
（水）　午前８時30分～午後５時
　月～金曜日（年末年始および祝日を除く）

■入居開始時期

・白旗、乙女団地（仮称）
　　　　　　　　　　平成30年６月予定
・甲佐団地（仮称）　平成30年10月予定
※工事工期の関係により、入居時期が変更
　になる場合があります。

■そのほか

①家賃、電気代、水道代、ガス代および共
　益費、管理組合費などは入居者負担
②ペットの飼育不可　など

■仮設住宅入居者の方への説明会

・乙女第二、乙女第三仮設団地
　12月12日（火）午後７時　各みんなの家
・乙女仮設団地
　12月13日（水）午後７時　みんなの家
・白旗、白旗第二仮設団地
　12月14日（木）午後７時　集会所

■お申し込み・お問い合わせ先

　町建設課　 TEL096-234-1183（内線161）

災 害 公 営 住 宅
入居者募集のご案内

団地名 住所 規格 募集戸数

甲佐団地
（仮称） 甲佐町大字豊内地内 ２LDK 30戸

乙女団地
（仮称） 甲佐町大字田口地内

Ａタイプ２LDK

Ｂタイプ２LDK

10戸

２戸

白旗団地
（仮称） 甲佐町大字芝原地内

Ａタイプ２LDK

Ｃタイプ１LDK

６戸

４戸

　
熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援
お
よ
び
震
災
か
ら
の
創
造
的

復
興
の
た
め
、
町
で
は
「
町
震
災
復
興
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
災
害
公
営
住
宅
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
３
地
区

に
合
計
52
戸
完
成
予
定
の
「
住
宅
」
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
住
民
に
配
慮
し
た

工
夫
を
し
て
お
り
、
12
月
15
日
（
金
）
か
ら
入
居
者
の
募

集
を
開
始
し
ま
す
。
募
集
す
る
の
は
甲
佐
地
区
30
戸
、
乙

女
地
区
12
戸
、
白
旗
地
区
10
戸
で
す
。

■完成予定の各団地の入居募集戸数など

▲

乙
女
地
区
に
完
成
予
定
の
住
宅
モ
デ
ル
図

乙女・白旗地区のＡタイプ２LDK（１棟２戸）の参考間取り図。ほかに
Ｂタイプ２LDK（１棟１戸）、Ｃタイプ１LDK（１棟２戸）などがあり。

■完成予定の参考間取り図

▲白旗地区に完成予定の住宅モデル図

和室
（８畳・６畳）

リビング
（10 畳）

土間
（4.5 畳）

玄関



実
り
を
喜
び
文
化
を
楽
し
む

彩
り
豊
か
な
秋
の
イ
ベ
ン
ト

　

11
月
12
日
（
日
）
平
成
29
年
度

甲
佐
町
産
業
文
化
祭
が
、
町
役
場
、

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
、
上
益
城
農
業
協
同
組
合
、

甲
佐
町
商
工
会
、
甲
佐
町
文
化
協

会
の
共
催
。

　

町
役
場
ろ
く
じ
館
側
駐
車
場
で

は
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、

農
業
祭
・
商
工
祭
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
甲
佐
高
校
の
バ
ン
ド

演
奏
や
ミ
カ
ン
の
つ
か
み
取
り
、

本
町
特
産
の
ニ
ラ
を
使
っ
た
ニ
ラ

飛
ば
し
大
会
、
赤
ち
ゃ
ん
レ
ー
ス
、

抜
刀
居
合
斬
り
演
舞
、
農
産
物
即

売
会
、
大
抽
選
会
、
あ
ら
れ
投
げ

な
ど
が
行
わ
れ
て
大
盛
況
。

　

会
場
に
は
、
商
工
会
の
展
示
即

売
な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
。
町
内

の
生
産
者
な
ど
が
栽
培
し
た
農
産

物
や
調
理
し
た
加
工
品
な
ど
の
展

示
販
売
、
絞
り
た
て
牛
乳
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
、
お
に
ぎ
り
の
引
き
換

え
会
、
１
，
０
０
０
人
ニ
ラ
鍋
の

販
売
、
上
益
城
消
防
本
部
に
よ
る

救
急
救
命
講
習
や
消
防
車
な
ど
の

見
学
会
、
県
警
に
よ
る
パ
ト
カ
ー

の
乗
車
体
験
、
体
組
織
測
定
会
な

ど
も
開
催
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や

ア
ロ
マ
、
木
工
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
文
化
祭
に
は
、
甲
佐
町
文

化
協
会
の
45
団
体
が
参
加
。
同
セ

ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー
ル
な

ど
で
は
、
絵
画
や
水
墨
画
、
書
道
、

陶
芸
、
写
真
、
生
け
花
、
短
歌
、

肥
後
狂
句
な
ど
の
文
芸
作
品
、
木

工
品
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
手

工
芸
品
を
多
数
展
示
。

　

同
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
は
、

文
化
祭
発
表
会
を
開
催
。
詩
吟
や

大
正
琴
、
オ
カ
リ
ナ
、
コ
ー
ラ
ス
、

日
舞
、
洋
舞
、
相
撲
甚
句
な
ど
約

２
０
０
人
が
ス
テ
ー
ジ
発
表
し
、

会
場
に
大
き
な
拍
手
が
響
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
11
日
（
土
）
に
は
、
甲

佐
町
音
楽
教
育
連
盟
に
よ
る
発
表

会
「
わ
か
あ
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト
」
も

開
催
。
保
育
園
児
や
小
・
中
学
生

が
ピ
ア
ノ
の
演
奏
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。

７

名

の

功

績

を

た

た

え

て

　

11
月
３
日
（
金
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
29
年
度
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
町
が
「
町
功
労
者
表
彰
規
程
」

に
基
づ
き
、
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
。
本
年

度
は
、
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
町
に
貢
献
さ

れ
た
７
人
を
表
彰
。
町
、
町
議
会
、
区
長
会

を
初
め
と
す
る
関
係
者
約
80
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
奥
名
克

美
町
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。「
産

業
」
、
「
福
祉
」
、
「
自
治
」
の
各
分
野
に
お
い

て
の
功
労
を
た
た
え
る
功
労
と
、
多
分
野
に

渡
る
功
績
に
対
し
て
贈
る
特
別
功
労
に
よ
り
、

表
彰
さ
れ
た
７
人
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
奥
名
克
美
町
長
が
「
受
賞
さ
れ
ま

す
皆
様
方
に
は
、
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
対
し
て

心
か
ら
の
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
貴
重
な
経
験
を
も
と
に
、
本
町
の
地
域

振
興
並
び
に
町
政
発
展
、
震
災
か
ら
の
復
興

の
た
め
に
、
尚
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
緒
方
哲
哉
町
議
会
議
長
、
奥
田

哲
夫
区
長
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

功
労
者
を
代
表
し
て
、
中
嶋
敬
介
さ
ん

（
辺
場
区
）
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

【
功
労
者
説
明
】
功
労
の
表
彰
分
野
、
功
労
者

氏
名
、
行
政
区
、
表
彰
に
該
当
す
る
と
認
め

ら
れ
た
経
歴
お
よ
び
功
績
な
ど 本田 貴宏さん

〔麻生原区〕

町消防団副団長、消防
指導員、消防団分団長、
同副分団長

村上 キク子さん

〔津志田区〕

町民生委員・児童委員

福
祉
功
労

井上 正志さん

〔西寒野区〕

町交通指導員

自
治
功
労

自
治
功
労

赤星 美智子さん

〔上豊内区〕

町民生委員・児童委員

尾村 雅則さん

〔中山区〕

町嘱託員

福
祉
功
労

田上 郁夫さん

〔浅井区〕

町農業委員、土地改良
区理事、土地改良区幹
事

産
業
功
労

自
治
功
労

郷
土
の
豊
か
な
実
り
と
文
化
の
薫
る
秋
の
祭
典

平
成
29
年
度
甲
佐
町
産
業
文
化
祭

平
成
29
年
度
甲
佐
町
功
労
者
表
彰
の
受
賞
者

甲佐町功労者表彰
産業、福祉、自治、特別功労の功績をたたえて

平成29年度

中嶋 敬介さん

〔辺場区〕

町選挙管理委員会委員
長、町嘱託員、甲佐町
文化協会会長、『新甲
佐町史』調査協力委員
長など

特
別
功
労

農業祭部門の表彰式を開催
町内で生産された農産物や加工品の中から、県上益城振
興局および上益城農業協同組合が品質や見た目などの
項目で審査。入賞者が表彰されました。
●農業祭部門最優秀賞受賞
▶果樹の部　田上康則さん（中横田区）
▶野菜の部　長野紀久子さん（府領区）
▶花きの部　松本親男さん（船津区）
▶にらの部　吉本範子さん（吉田区）
▶農産物加工の部　園田弘子さん（上早川二区）



　

10
月
28
日
（
土
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
オ
ー
タ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
同
セ
ン
タ
ー
の

自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
町
教
育
委

員
会
が
主
催
、
甲
佐
町
文
化
協
会

（
村
上
邦
生
会
長
）
が
後
援
。

　

県
内
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
サ
ッ

ク
ス
奏
者
の
中
田
博
さ
ん
、
ピ
ア
ノ

奏
者
の
園
田
智
子
さ
ん
、
ベ
ー
ス
奏

者
の
小
車
洋
行
さ
ん
３
人
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
ト
リ
オ
が
出
演
。
ジ
ャ
ズ
の

名
曲
や
水
戸
黄
門
の
曲
な
ど
の
演
奏

が
あ
り
、
来
場
し
た
約
80
人
が
芸
術

の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

40
代
女
性
は
「
秋
の
夜
に
、
素
敵

な
音
楽
の
贈
り
物
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　10月27日（金）、甲佐町ナイトハイクが開

催されました。

　青少年の育成と心身の鍛錬を行うとともに、

健康増進および異世代交流、また家族の触れ

合いを深めることを目的に、甲佐町青少年健

全育成町民会議と町教育委員会が主催。

　町生涯学習センターを発着とし、午後７時

に出発。益城橋を渡って美里町の二俣五橋で

折り返し、日和瀬橋を渡って戻る約12㌔の

コースを約130人が歩きました。到着後には、

本町の特産品などの参加賞が配られました。

　11月５日（日）、第47回町駅伝競走大会と第43

回地区対抗駅伝大会が開催されました。

　同大会は、駅伝競走の普及と幅広い年代を対象

とした健康つくりを目的に、町教育委員会、甲佐

町体育協会、甲佐町陸上競技協会が主催。町駅伝

競走大会には、町生涯学習センターを発着とする

５区間7.2㌔のコースに8部門27チームが出場。地

区対抗駅伝６区間4.8㌔は、全11チームが出場し、

力走を見せました。

【町駅伝競走大会優勝チーム】

小学男子の部・白旗少年野球Ａ29分49秒、小学女

子の部・龍野ドラゴンズＡ32分57秒、中学男子の

部・Ｔｅａｍおっさん29分15秒、中学男女混合の

部・梶原組32分13秒、高校一般男子の部・甲佐高

校Ｂ27分47秒、高校一般女子の部・甲佐高校職員

Ｂチーム37分12秒、高校一般男女混合の部・上益

城農協Ｂ33分23秒

【地区対抗駅伝大会結果】

①竜野Ａチーム15分57秒、②甲佐Ｄチーム17分53

秒、③竜野Ｂチーム18分28秒

プレミアム付き商品券を発売
11月６日（月）から甲佐町商工会

ジャズが響き渡る秋の夕べ
10月28日（土）オータムコンサートを開催

交流と触れ合いの12㌔　
10月27日（金）甲佐町ナイトハイクを開催

▼「震災復興支援プレミアム付き商品券」は、甲佐町商工会館で販売中

▲町生涯学習センターをスタートする参加者たち

▼

ジ
ャ
ズ
を
堪
能
す
る
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
月
６
日
（
月
）
県
庁
で
、
小
川

御
船
間
道
路
整
備
促
進
期
成
会
（
奥

名
克
美
会
長
）
が
県
に
対
し
て
、
小

川
御
船
間
の
県
道
整
備
の
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
甲
佐
町
、
宇
城
市
、
御

船
町
の
１
市
２
町
か
ら
な
る
組
織
で
、

小
川
・
御
船
間
の
総
合
的
な
地
域
発

展
を
図
る
た
め
、
道
路
整
備
の
促
進

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

町
関
係
で
は
、
主
に
①
田
口
橋
の

災
害
復
旧
工
事
の
早
期
完
成
、
②
田

口
橋
右
岸
側
の
取
付
道
路
改
築
整
備
、

③
県
道
御
船
甲
佐
線
の
山
出
先
か
ら

滝
川
地
内
ま
で
の
改
築
整
備
に
つ
い

て
要
望
。
奥
名
克
美
会
長
か
ら
県
土

木
部
の
宮
部
静
夫
道
路
都
市
局
長
に
、

要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　11月４日（土）、益城町のグランメッセ熊

本で開催された第22回くまもと物産フェアに

おいて、竜野保育園（吉本征一郎園長81人）

のマーチングが披露されました。

　同フェアは県産品の普及を目的として、熊

本県商工会連合会などが主催。園児たちの規

律の整った演奏とマーチングに、会場からは

大きな拍手が送られました。

　また、同園のマーチングが長年に渡り同

フェアのオープニングを飾っていることに対

して、同連合会から感謝状が贈られました。

田口橋早期完成を県に要望
小川御船間道路整備促進期成会

物産フェア出演で感謝状
竜野保育園マーチング

▲熊本県商工会連合会から感謝状を受け取る吉本園長

たすきをつなぎ甲佐路を力走 
町駅伝競走大会・地区対抗駅伝大会

▲号砲とともに一斉にスタートを切る第47回町駅伝競走大会の小学男
子・小学女子の部の１区の走者たち

▼

宮
部
局
長
（
左
）
へ
要
望
書
を
手
渡
す
奥
名
会
長 　

11
月
６
日
（
月
）
甲
佐
町
商
工

会
（
中
村
幸
男
会
長
）
で
は
、

「
甲
佐
町
復
興
支
援
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
」
の
発
売
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

同
商
品
券
は
、
熊
本
地
震
な
ど

の
震
災
か
ら
の
本
町
の
復
興
支
援

の
一
環
と
し
て
、
町
内
事
業
者
の

活
性
化
や
消
費
者
の
購
買
意
欲
を

増
進
さ
せ
消
費
喚
起
を
う
な
が
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
販
売
。
プ
レ

ミ
ア
ム
分
に
つ
い
て
町
か
ら
補
助

金
を
受
け
て
、
同
商
工
会
が
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

５
０
０
円
券
が
12
枚
、
１
，
０

０
０
円
券
が
６
枚
の
１
冊
合
計
18

枚
つ
づ
り
の
同
商
品
券
は
、
額
面

１
２
，
０
０
０
円
を
１

０
，
０
０
０
円
で
購
入

で
き
、
20
㌫
お
得
に

な
っ
て
い
ま
す
。
購
入

で
き
る
の
は
町
民
の
方

の
み
で
、
１
人
３
冊
ま

で
購
入
で
き
ま
す
。
同

商
品
券
は
町
内
の
取
扱

登
録
を
し
た
店
舗
な
ど

で
使
用
で
き
ま
す
。

　

販
売
初
日
の
６
日

（
月
）
に
は
、
販
売
所

で
あ
る
同
商
工
会
館
に

商
品
券
を
求
め
る
住
民

な
ど
が
列
を
つ
く
り
ま

し
た
。
同
商
品
券
の
有

効
期
限
は
、
平
成
30
年

１
月
31
日
（
水
）
で
す
。



　

11
月
６
日
（
月
）
県
立
甲
佐
高
校

で
、「
甲
佐
高
校
生
の
た
め
の
公
営

塾
」
が
開
塾
し
ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
奥
名
克
美
町
長
の
掲
げ

る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
１
つ
で
あ
る
同

高
の
特
色
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

町
教
育
委
員
会
が
運
営
。
一
人
一
人

の
希
望
す
る
進
路
や
学
習
の
進
捗
に

合
わ
せ
た
個
別
指
導
を
、
平
日
の
放

課
後
に
同
高
で
実
施
。
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
社
会
人
と
し
て
必
要
な

能
力
を
身
に
付
け
る
授
業
も
行
い
ま

す
。

　

指
導
者
と
し
て
、
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
新
た
に
任
命
さ
れ
た
越
名

智
美
さ
ん
（
大
町
区
）
と
上
松
愛
佳

さ
ん
（
同
区
）
が
、
勉
強
の
指
導
や

助
言
、
相
談
に
当
た
ら
れ
ま
す
。

　10月27日（金）上早川の田代地区で、古民

具を使ったソバの脱穀が行われました。

　耕作放棄地の解消と地域住民の交流を図る

ことを目的として地域住民で結成された上早

川北部資源保全会（田上晴二代表）が実施。

同会では、遊休農地を活用してソバの植え付

けから収穫までを取り組んでいます。

　８月に種まきしたソバを、農家に眠ってい

た昔ながらの農具「びゃー」を使って脱穀。

参加者は「力を込めた以上によく落ちる。先

人の知恵を感じました」と話しました。

　町内の応急仮設団地で文化祭が催され、10月27

日（金）には乙女第２仮設団地で、11月３日

（金）には白旗仮設団地で、５日（日）には乙女

仮設団地で開かれました。

　各文化祭は、仮設団地の住民が文化的に交流し

親ぼくを図ることを目的に、甲佐町地域支え合い

センター（村上浩二センター長）が主催し、各団

地内の「みんなの家」で開催されました。

　白旗仮設団地では、乙女第２仮設団地で行われ

ている折り紙や、白旗仮設団地の入居者による水

墨画、絵手紙などさまざまな作品が展示されまし

た。ステージでは入居者によるカラオケや同セン

ター相談員による炭坑節が披露されました。また、

座ったままでもできる健康体操「これから音頭」

を参加した皆さんで踊って楽しみました。

　乙女仮設団地では、折り紙などの展示のほか、

甲佐グリーンハーモニーと左座ファミリーによる

合唱コンサートが行われ、入居者による日本舞踊

やカラオケなどが披露されました。最後は景品の

当たるビンゴゲームで盛り上がりました。

防火もちつきで火災予防　
町消防団と若草保育園幼年消防クラブ

甲佐高校生のための公営塾
町長マニフェスト「甲佐高校の魅力化支援」

昔ながらの農具が復活　
古民具を使ったソバの脱穀に挑戦

▼町消防団員の大きな掛け声に合わせてきねを振る若草保育園の園児たち

▲「びゃー」を使ってソバを脱穀する参加者たち

▼

指
導
に
あ
た
る
越
名
さ
ん
（
中
央
）
と
上
松
さ
ん
（
左
）

　

11
月
14
日
（
火
）
乙
女
小
学
校

（
松
田
秀
喜
校
長
１
２
４
人
）
で
、

人
権
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
人
権
学
習
の
一
環
と
し
て
、

人
権
擁
護
委
員
の
芦
原
博
幸
さ
ん

（
糸
田
区
）、
豊
永
康
法
さ
ん
（
横
田

区
）、
沼
田
峰
子
さ
ん
（
北
原
区
）、

野
仲
俊
一
さ
ん
（
上
早
川
四
区
）
を

招
い
て
、
全
児
童
を
対
象
に
実
施
。

悩
み
相
談
な
ど
人
権
に
関
す
る
講
話

に
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

沼
田
さ
ん
は
「
困
っ
た
と
き
に
は
、

友
だ
ち
や
先
生
や
家
族
が
助
け
て
く

れ
ま
す
。
心
を
開
い
て
何
で
も
相
談

で
き
る
友
だ
ち
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
講
話
。
学
習
の
最
後
に
、
人

権
啓
発
グ
ッ
ズ
を
同
委
員
か
ら
児
童

全
員
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　10月14日（土）、熊本県消防設備協会から、

町へ住宅用火災警報器が寄贈されました。

　同警報器は煙を感知すると音や音声で火災

の発生を知らせる機器で、寝室などへの設置

が義務付けられています。

　贈呈式は、「上益城消防フェア」（上益城消

防組合消防本部主催）で行われ、林明副会長

から奥名克美町長へ43個贈呈されました。

　寄贈された警報器は、町消防団を通じて、

未設置の独居老人世帯などに設置を予定して

います。

困った時は相談しよう　
11月14日（火）乙女小学校で人権講話

住宅用火災報知器を贈呈
熊本県消防設備協会から町へ

▲住宅用火災警報器の目録を受け取る奥名町長（左）

文化祭で交流を深める　　
白旗仮設団地・乙女仮設団地

▲白旗仮設団地の文化祭で、健康体操「これから音頭」を踊って楽しむ
団地入居者など参加者の皆さん

▼

右
か
ら
沼
田
さ
ん
、
芦
原
さ
ん
、
野
仲
さ
ん
、
豊
永
さ
ん

　

11
月
10
日
（
金
）
若
草
保
育
園

（
元
村
健
正
園
長
99
人
）
で
、「
防

火
も
ち
つ
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
11
月
９
日

（
木
）
～
15
日
（
水
）
の
「
秋
の

全
国
火
災
予
防
週
間
」
に
合
わ
せ

て
、
町
消
防
団
（
松
尾
憲
親
団
長

４
８
３
人
）
が
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

を
設
置
し
て
い
る
同
園
で
実
施
。

団
員
と
の
も
ち
つ
き
を
通
し
て
、

消
防
団
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
、

火
災
予
防
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
、
本
部
役
員
や

保
護
者
な
ど
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

園
庭
で
園
児
た
ち
の
大
き
な
掛

け
声
に
合
わ
せ
て
、
団
員
た
ち
が

威
勢
よ
く
も
ち
つ
き
。
園
児
た
ち

も
交
代
で
き
ね
を
振
る
い
、
火
災

予
防
の
願
い
を
込
め

て
力
強
く
も
ち
を
つ

き
ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
の
後
に

は
、
消
防
自
動
車
の

乗
車
体
験
を
兼
ね
て
、

園
児
た
ち
が
町
消
防

団
と
と
も
に
町
内
の

福
祉
施
設
な
ど
を
訪

問
し
、
防
火
ポ
ス

タ
ー
を
配
布
。
訪
問

先
の
施
設
入
居
者
な

ど
の
前
で
整
列
し
た

園
児
た
ち
は
、「
火

遊
び
は
絶
対
に
し
ま

せ
ん
」
と
大
き
な
声

で
宣
言
し
、
防
火
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。



Information町からのお知らせ　【12月】

男
女
共
同
参
画

町総務課　 TEL 096－234－1140（内線223）

■
「
Ｍ
字
カ
ー
ブ
」
～
日
本
女
性
の

　
労
働
力
率
の
特
徴

　

県
で
は
、
日
本
の
女
性
の
年
齢
階
級

別
労
働
力
率
（
15
歳
以
上
人
口
に
占
め

る
労
働
力
人
口
の
割
合
）
は
、
25
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
と
こ
ろ
に
谷
が
で
き
る

Ｍ
字
型
の
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。
こ
れ
は
、
就
職
は
し
た
も

の
の
、
20
代
後
半
か
ら
出
産
や
育
児
の

た
め
に
職
を
離
れ
る
人
が
増
加
し
、
40

代
前
後
で
再
び
就
職
す
る
人
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
男
女
の
性
別
役
割

分
担
（
女
性
は
家
庭
、
子
育
て
の
中
心

は
母
親
）
と
い
う
社
会
の
慣
習
が
根
強

い
こ
と
の
ほ
か
、
企
業
な
ど
の
女
性
労

働
に
対
す
る
考
え
、
子
育
て
を
支
援
す

る
社
会
体
制
の
不
備
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
男
性
と
比
べ
、
女
性
の
賃
金
や

管
理
職
の
割
合
が
低
い
な
ど
、
男
性
と

女
性
の
間
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
現
状

が
あ
り
、
女
性
の
社
会
参
画
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

■
２
０
２
０
年
・
30
㌫
目
標

　

国
で
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的

地
位
に
女
性
が
占
め
る
割
合
を
少
な
く

と
も
30
㌫
程
度
と
す
る
目
標
を
決
め
、

取
り
組
み
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
労
働
人

口
を
補
う
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
新
し

い
発
想
に
よ
る
技
術
の
革
新
な
ど
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
と
家
庭

を
両
立
さ
せ
、
長
く
勤
め
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
や
、
男
女
平
等
な
職
場
環

境
を
つ
く
る
こ
と
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
日
本
の
女
性
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

就業の分野における
男 女 共 同 参 画

今 後、日 本 の 女 性 の 活 躍 が 期 待 さ れ ま す

国
民
年
金

町住民生活課　 TEL 096－234－1113　（内線104）　

■
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年

　
金
受
け
取
り
額
を
増
や
せ
ま
す

　

国
民
年
金
後
納
制
度
と
は
、
時
効
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
９
月

ま
で
の
期
間
に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年

金
額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期
間
が

不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
年
金
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
過
去
５
年
と
は
、
納
め
よ
う
と
す
る

　

月
前
５
年
以
内
の
期
間
で
す
。

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、
５
年

　

以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
免
除
以

　

外
）
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
①
の

　

期
間
の
ほ
か
任
意
加
入
中
に
納
め
忘

　

れ
の
あ
る
方

③
65
歳
以
上
の
方
で
、
老
齢
年
金
の
受

　

給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

　

取
ら
れ
て
い
る
方
は
、
申
込
み
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

●
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

TEL
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４　

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は
、
次
の
番
号
に
お
掛
け

く
だ
さ
い
。

　

TEL
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

・
月
～
金
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
第
２
土
曜
日　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金

　

番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ

　

さ
い
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
は
除
く
）、
12

　

月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用
で
き

　

ま
せ
ん
。

●
熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

国民年金保険料の納め
忘れはありませんか

人
権

町民センター　 TEL 096－234－2459

■
12
月
４
日
（
月
）
～
10
日
（
日
）

　
は
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
で
す

　

本
町
で
は
、
毎
年
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
人
権
デ

ー
」
と
定
め
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
週
間
は
、
憲
法
で
保
障
す
る
基
本

的
人
権
の
尊
重
と
町
民
の
人
権
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
実
行

委
員
会
、
町
、
町
教
育
委
員
会
が
主
催
。

期
間
中
は
町
民
集
会
や
人
権
パ
レ
ー
ド

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
小
・

中
学
生
、
高
校
生
の
啓
発
作
品
を
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー

ル
な
ど
に
展
示
し
ま
す
。

　

特
設
人
権
（
法
律
）
相
談
で
は
、
弁

護
士
が
法
律
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
町
民
集
会

▼
開
催
日
時　

　

12
月
９
日
（
土
）
午
前
９
時
10
分

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

な
ご
み
太
鼓

●
人
権
講
演

・
講
師　

松
川
由
美
さ
ん
（
モ
バ
イ

　

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
所
代
表
）

・
演
題
「
ネ
ッ
ト
社
会
に
潜
む
人
権
問

　

題
」

●
小
・
中
学
生
の
人
権
作
文
発
表

●
甲
佐
高
校
の
生
徒
に
よ
る
体
験
活
動

　

発
表

●
人
権
パ
レ
ー
ド

■
特
設
人
権
（
法
律
）
相
談

▼
開
設
日
時　

　

12
月
４
日
（
月
）
午
前
９
時
～
正
午

▼
会
場

　

町
民
セ
ン
タ
ー

■
人
権
作
品
の
展
示

　

期
間
中
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
に
よ
る
硬
筆
、
習
字
、
甲
佐
高
校
生

徒
の
標
語
、
松
橋
西
支
援
学
校
上
益
城

分
教
活
動
内
容
作
品
を
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー
ル
に
展
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町民集会や法律相談
などを開催します

詳しくは町民センターにお問い合わせください

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　 TEL 096－234－1113（内線106）　

■
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
届

　
け
は
お
済
み
で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
は
、
74
歳
ま
で
の
社

会
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
で
共
済
・

船
員
保
険
も
含
む
）
の
被
保
険
者
お
よ

び
そ
の
被
扶
養
者
を
除
く
す
べ
て
の
人

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

社
会
保
険
を
脱
退
ま
た
は
加
入
な
ど

資
格
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
住

民
生
活
課
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
が
必

　
要
な
手
続
き

●
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
届

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合

　

社
会
保
険
を
脱
退
し
た
場
合 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

社
会
保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書
ま

た
は
離
職
票
、
印
か
ん

▼
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

社
会
保
険
の
資
格
喪
失
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
国
民
健
康
保
険
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
届

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合

　

社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

社
会
保
険
被
保
険
者
証
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
印
か
ん 

▼
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

国
民
健
康
保
険
税
が
課
税
さ
れ
た
ま

ま
と
な
り
ま
す 

。

■
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
を

　

同
じ
世
帯
に
会
社
の
社
会
保
険
の
被

保
険
者
が
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
の
被

扶
養
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
扶
養
認
定
が
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
お
勤
め
先
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告

を
し
な
い
と
、
国
保
税
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
医
療
費
の
限
度
額
認

定
区
分
の
正
し
い
判
定
が
で
き
な
か
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
町
税

務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12月は国民健康保険
制度適用適正化月間

詳 し い 内 容 は 町 住 民 生 活 課 ま で

日 本 女 性 の 労 働 力 率 の 特 徴
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Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Library
町生涯学習センター図書室からの12月のおすすめ図書

　　　がおすすめする本は、　

　　　『犯人のいない殺人の

夜』という本です。

　僕はこの本の中の「小さな故

意の物語」という話を読んでほ

しいと思いました。この話は、

死んだ親友が自殺ではないこと

を証明するために親友の彼女と

一緒に行動して、犯人を見つけ

ようとする話です。

　この話で僕が面白いなと思っ

た部分が、

犯人とされ

ている人や、

親友が死ん

だ原因に関

わっている

人が、小さ

な 故 意 に

よって行動

した結果、人一人を殺すという

事になってしまったところです。

　僕も、小さな故意によって、

友達を傷つけてしまった経験が

あるので、この話に出てくる

キャラクターの心情にとても共

感することができました。

　また、ちょっとした一言や行

動でも、人を傷つけることがで

きると改めて思ったので、普段

から気を付けていこうと思いま

した。

　とても面白いので、ぜひ読ん

で下さい。

僕 Re
ad

 T
hi

s 
St

or
y!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『犯人のいない殺人の夜』（東野 圭吾著）

渡邊　伊吹さん

〔岩下一区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　 TEL 096-234-2447（内線331）

　

品格ある執事の道を追求し続け

てきたスティーブンスの物語は、

失われつつある伝統的な英国を

描いて、世界中で大きな感動を

呼び、英国最高文学賞である

ブッカー賞を受賞しました。丁

寧に紡がれた文章は静かで心地

よく、読後、深い余韻とともに、

美しい夕景が胸にあふれます。

たくさんの方に読んでいただき

たい名作です。

早川書房

小説

今年のノーベル文学賞受賞者作品
カズオ・イシグロ著 /『日の名残り』

しあわせなクリスマスの絵本
ふくざわゆみこ作 /『モモンガのはいたつやさんとクリスマスのおとしもの』

グルテンフリーのおやつレシピ集
森崎 繭香著 /『小麦粉なしでつくるたっぷりクリームの魅惑のおやつ』

小麦粉なしとは思えない、味も

見た目もおいしいおやつ。自分

でアレンジできる５つの基本の

生地と、24種類の魅惑的なク

リームレシピ、さらに小麦粉な

しだけでなく、卵なし、乳なし

などもレシピごとに表示。体質

に合わせたメニュー選びができ

るので、安心しておやつを楽し

めます。今年のクリスマスパー

ティーにぜひお役立てください。

日東書院本社

教養娯楽

「人間は弱い。死ぬのは僕もこ

わいです」。105歳の医師・日野

原重明氏が、2017年7月に亡く

なる直前まで語った最期のメッ

セージ。2016年年末から始まっ

た本書のインタビューは、時に

はベッドに横たわりながら20時

間以上も行われ、死と生、病と

健康、出会いと別れなどなど、

人生の深淵について語られてい

ます。心揺さぶる１冊です。

幻冬舎

一般書

希望と感謝の最後のメッセージ
日野原 重明著 /『生きていくあなたへ』

クリスマス前のある日、サンタ

さんの家がわからず困っていた

モモンガの配達屋さんのところ

に、だいじなものを落としてし

まって泣いているトナカイさん

が現れます。森のみんなに落し

物のことをたずねますが…。あ

たたかいお話とかわいらしい絵

がとても魅力的で、子どもだけ

でなく、大人もしあわせな気持

ちになれる絵本です。

文渓堂

児童書

運が仕立てた殺人。運命が犯した殺人。
様々な要素が絡み合いながら「殺人」
に対する明確な意図や動機が存在しな
い、7つの殺人事件が描かれた短編集。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　 TEL 096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　

　図書室では、毎月第３木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

日時　12月21日（木）

　　　午前10時30分

場所　図書室おはなしのへや

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

●災害と人権③
　

  内閣府の世論調査でも、震災や原

発事故が原因で発生している人権問

題として「職場、学校などで嫌がら

せやいじめを受けること」という回

答が20㌫近くありましたが、平成28

年11月、東京電力福島第一原発事故

で福島から自主避難していた生徒が

いじめを受けていたことが明らかに

なりました。

　この生徒は、自主避難先の小学校

( 当時通学 ) で、差別的なあだ名で

呼ばれたり、暴力を受けたり、友人

が遊ぶための現金を払わされたりし

ていたと報道されています。避難者

を受け入れている別の自治体でも、

同様のいじめが発生していることが

明らかになりつつあります。

　また、避難者を指して「○万円

( 賠償金の額 ) で生活している」な

どと噂をされたりするといった報道

もあっています。

　放射線被ばくや、被災者・避難者

に対しての賠償金などに関する誤っ

た理解や無関心が、上記のような問

題につながっている可能性もありま

す。こうした誤った理解や無関心は、

東日本大震災に起因する人権問題だ

けでなく、他のあらゆる人権問題を

引き起こしている要因でもあります。

正しい情報や知識に基づいて、自分

自身で考え判断することが大切です。

　熊本地震で被災し、県外へ一時避

難した方や、今も県外に避難してい

る方が大勢いらっしゃいます。熊本

は、津波被害や原発事故のような複

合的な災害には至りませんでしたが、

それでも、地震を経験して、被災者

の立場からこの問題を考えられるの

ではないでしょうか。熊本地震、東

日本大震災をはじめとした災害と、

その時に起こりうる人権問題につい

て再度考えてみましょう。

　　　　　　「コッコロ通信」より

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　 TEL 096-234-2447（内線321）

　

　

11
月
19
日(

日)

北
早
川
公

民
館
で
、
子
ど
も
会
と
住
民
50

人
が
出
前
講
座
で
米
粉
料
理
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
キ
ノ

コ
の
炊
き
込
み
ご
は
ん
と
コ
ー

ン
チ
ャ
ウ
ダ
ー
ス
ー
プ
。
牛
乳

な
ど
に
米
粉
を
溶
か
し
て
温
め

る
だ
け
で
と
ろ
み
が
つ
き
、
の

ど
ご
し
も
よ
く
栄
養
価
も
高
い

た
め
、
災
害
時
の
非
常
食
に
も

最
適
。
ま
た
、
米
粉
の
使
い
方

や
レ
シ
ピ
を
聞
き
ま
し
た
。

　

調
理
に
続
い
て
「
こ
う
さ
も

ん
元
気
活
動
推
進
事
業
」
と
し

て
、
子
ど
も
会
を
中
心
に
自
分

た
ち
の
住
む
地
域
の
災
害
危
険

個
所
や
避
難
所
ま
で
の
経
路
な

ど
、
手
作
り
の
「
防
災
マ
ッ

プ
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
み
ん
な
で
出
来
た

て
の
料
理
を
一
緒
に
食
べ
な
が

ら
、
地
域
の
親
ぼ
く
を
図
り
ま

し
た
。

　

11
月
15
日(

水)

糸
田
の

「
山
ぼ
う
し
の
樹
」
で
、「
シ
ニ

ア
世
代
の
講
座
」
の
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ

講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
「
山
ぼ
う
し
の
樹
」

に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
持
つ
樹
子
工

房
（
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
の
森
川
瞳
さ

ん
で
、
参
加
者
は
14
人
。
秋
の

色
づ
く
木
々
の
中
、
庭
に
テ
ー

ブ
ル
を
置
い
て
の
ア
ウ
ト
ド
ア

講
座
で
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
感
た
っ
ぷ
り
の
飾
り
棚
。

カ
ッ
ト
し
て
あ
る
木
材
を
使
っ

て
、
模
様
や
色
の
合
わ
せ
方
を

考
え
な
が
ら
金
づ
ち
で
く
ぎ
を

打
ち
付
け
組
み
立
て
て
い
き
ま

す
。「
ト
ン
ト
ン
」
と
響
き
渡

る
音
、
お
し
ゃ
べ
り
と
笑
い
声
、

暖
か
な
日
差
し
の
中
、
芸
術
の

秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

米
粉
料
理
を
つ
く
ろ
う

町
公
民
館
出
前
講
座

Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座

公
民
館
主
催
講
座

▲出来立ての米粉料理を食べる

参加者の皆さん

▲木材を使って飾り棚を制作す

る参加者たち

▲

シニア世代の講座のご案内

　「お正月飾り（スワッグ）
　作り講座」参加者募集

●日時

　12月20日（水）午前10時～正午

●場所

　町農業研修センター「ろくじ館」

●参加料

　1,000円（当日に集金）

●講師

　村上 光治さん（下豊内区）

●準備物

　花バサミ

●定員

　10人程度



Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

Child-Care
12月の子育て支援カレンダー

　

早
い
も
の
で
、
も
う
師
走
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ク
リ
ス
マ

ス
に
年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
と
、
食
べ

飲
み
す
る
機
会
が
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
皆
様
に
年
末
年
始
の
食
べ
過
ぎ
に

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
今
回
は
食

事
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

❖
自
分
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取 

　

量
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
と
分
か
り

に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
カ
ロ

リ
ー
」
と
い
う
と
親
し
み
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単
位
を
、
栄
養

学
で
は
「
カ
ロ
リ
ー
」
を
用
い
て
表
現

し
て
い
ま
す
。

　

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
」
は
、
そ
の

人
の
体
格
と
身
体
活
動
量
で
決
ま
り
ま

す
。
算
出
方
法
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂

取
量
」
＝
「
標
準
体
重
」
×
「
身
体
活

動
量
」　

で
す
。

　

「
標
準
体
重
」
と
は
、
肥
満
度
の
判

定
に
用
い
ら
れ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ 

Ｍ
ａ
ｓ
ｓ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
）
が
22
・
０

と
な
る
体
重
で
、
統
計
上
肥
満
と
の
関

連
が
強
い
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質
異

常
症
に
最
も
か
か
り
に
く
い
体
重
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
身
長
か
ら

出
す
こ
と
が
で
き
、
身
長
㍍
×
身
長
㍍

×
22
で
算
出
さ
れ
る
体
重
が
「
標
準
体

重
」
と
な
り
ま
す
。

　

「
身
体
活
動
量
」
と
は
、
体
を
動
か

す
程
度
に
よ
っ
て
決
ま
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

必
要
量
で
、目
安
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
軽
労
作
（
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
主
）
の

　

方　

25
～
35
㌔
㌍
／
㌔
㌘

●
普
通
の
労
作
（
立
ち
仕
事
が
主
）
の

　

方　

30
～
35
㌔
㌍
／
㌔
㌘

●
重
い
労
作(

力
仕
事
が
主)

の
方

　

35
㌔
㌍
～
／
㌔
㌘　

　　

私
の
場
合
で
計
算
し
て
み
る
と
、
身

長
１
６
５
㌢
、
軽
労
作
で
28
㌔
㌍
／
㌔

㌘
と
し
て
、「
標
準
体
重
」
（
１
・
６
５

㍍
×
１
・
６
５
㍍
×
22
）
×
「
身
体

活
動
量
」（
28
㌔
㌍
／
㌔
㌘
）
＝
１
，

６
７
７
㌔
㌍
と
算
出
で
き
ま
す
。

　

身
長
と
「
身
体
活
動
量
」
に
よ
っ
て
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
」
は
大
き
く
違

い
ま
す
。
自
分
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取

量
」
は
ど
の
く
ら
い
で
し
た
か
。

　

今
は
、
店
頭
に
並
ん
で
い
る
食
品
や

外
食
の
店
舗
な
ど
で
も
、
食
品
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
カ
ロ
リ
ー
）
表
示
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
手

に
取
っ
た
時
に
、
ぜ
ひ
エ
ネ
ル
ギ
ー
表

示
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
食
事
を
選
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

❖
お
や
つ
も
食
べ
た
い
！

　

ど
の
く
ら
い
食
べ
て
い
い
の
？

　

お
や
つ
の
程
度
と
し
て
は
、
先
ほ
ど

算
出
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
」
の

10
㌫
以
内
で
す
。
私
の
場
合
は
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
」
が
１
，
６
７
７
㌔

㌍
な
の
で
、
お
や
つ
は
１
６
７
㌔
㌍
以

内
と
な
り
ま
す
。
食
べ
た
い
お
菓
子
や

ジ
ュ
ー
ス
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
」

の
10
㌫
を
超
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
次
を

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
和
菓
子
】

・
あ
ん
パ
ン
60
㌘　

１
６
８
㌔
㌍

・
よ
う
か
ん
50
㌘　

１
５
０
㌔
㌍

・
く
り
饅
頭
70
㌘　

２
１
０
㌔
㌍

【
洋
菓
子
】

・
デ
ニ
ッ
シ
ュ
パ
ン
40
㌘　

１
５
８
㌔
㌍

・
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
90
㌘　

２
２
０
㌔
㌍

・
ラ
ク
ト
ア
イ
ス
２
０
０
㌘　

３
８
０

　

㌔
㌍

・
ド
ー
ナ
ツ
１
０
０
㌘
→
４
３
０
㌔
㌍

※
「
２
０
１
５
オ
ー
ル
ガ
イ
ド
食
品
成

　

分
表
」
か
ら　

　　

こ
こ
ま
で
注
意
点
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
食
べ
過
ぎ
て
い
な
い
か
確
認
す

る
手
っ
取
り
早
い
方
法
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、「
毎
日
体
重
を
測
る
」
こ
と

で
す
。
体
重
に
変
化
が
な
け
れ
ば
、
食

べ
過
ぎ
て
は
い
な
い
は
ず
で
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
考
え
る
の
は
難
し
い
と
い
う

方
は
、
体
重
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

誘
惑
の
多
い
こ
の
季
節
を
乗
り
越
え

て
、
健
康
な
身
体
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
食
事
の
カ
ロ
リ
ー
を
意
識
し
て

食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

あ
ゆ
み
だ
よ
り

食事 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

必要なエネルギー摂取量は、その

人の体格と身体活動量で決まりま

す。食品などでもエネルギー表示

をしているものが増えてきていま

す。食べ過ぎていないか確認する

ために、毎日体重を測り、年末年

始の食べ過ぎに注意しましょう。

今月の「あゆみだより」は

高倉 美保 保健師

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　 TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（金） クリスマスリース作り

４日（月） 指スタンプ遊び

６日（水） シール遊び

８日（金） ままごと遊び

11日（月） 園庭で遊ぼう

13日（水） お誕生会（要予約）

15日（金） 親子で読書

18日（月） クリスマスボウシ作り

20日（水） お絵かき

22日（金） 園内散歩

25日（月）
クリスマスパーティー
（要予約）

27日（水） 風船遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 3日（日） 製作展

13日（水） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

12・１月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　12月18日（月）　午前９時

　　１月15日（月）　午前９時

　 ７か月児健診

　　12月18日（月）　午前10時

　　１月15日（月）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　12月８日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　１月９日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　１月26日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　１月９日（火）　午後１時20分

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

　

大野 里
り な

奈 ちゃん（１歳）

 父・兼司 さん　母・加奈 さん

　（上豊内区）

　お姉ちゃんには

　　　　　　　負けないぞ！

　

福永 煌
こりゅう

琉 ちゃん（１歳）

 父・浩紀 さん　母・みゆき さん

　（浅井区）

　お姉ちゃん、

　これからも仲良くしてね
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

　　　　
　
　

　

「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
付

金
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
多
く
の
皆
様
方
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
心
温
ま
る
ご
好

意
を
本
町
の
振
興
の
た
め
に
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　

お
名
前　
　
　
　

ご
住
所

・
杉　
　
　

誠
様　

宮
城
県

・
渡
邉　

義
文
様　

東
京
都

・
高
屋　
　

猛
様　

千
葉
県

・
河
西　
　

均
様　

静
岡
県

・
木
谷　

芳
晴
様　

静
岡
県

・
庄
司　

真
奈
様　

宮
城
県

・
片
桐　

弘
明
様　

東
京
都

・
左
右
田
一
徳
様　

兵
庫
県

・
寺
口　

正
之
様　

大
阪
府

・
稲
垣　

仁
志
様　

三
重
県

・
今
野　

裕
章
様　

東
京
都

・
神
田　

則
幸
様　

北
海
道

・
横
川　

和
正
様　

埼
玉
県

・
入
澤　

清
輝
様　

東
京
都

・
森
田　

浩
行
様　

愛
知
県

・
早
野　

禎
祐
様　

東
京
都

・
菅
原　

恒
幸
様　

東
京
都

・
坂
口　

吉
一
様　

神
奈
川
県

・
中
尾　

誠
利
様　

神
奈
川
県

・
松
隈　

利
信
様　

福
岡
県

・
梶
原　

正
則
様　

広
島
県

・
髙
濵　

天
平
様　

東
京
都

・
水
間　

保
代
様　

愛
知
県

・
植
木　

悠
二
様　

東
京
都

・
宇
根
由
紀
乃
様　

佐
賀
県

・
西
村　

滋
美
様　

東
京
都

・
岡
部　
　

治
様　

大
阪
府

・
立
島　
　

惠
様　

埼
玉
県

・
加
藤　

英
治
様　

大
阪
府

・
木
村　

麗
子
様　

神
奈
川
県

・
坂
本　
　

光
様　

埼
玉
県

・
山
本　
　

諭
様　

愛
知
県

・
石
田　

洋
一
様　

京
都
府

・
栗
川
今
日
子
様　

大
阪
府

・
吉
本　

栄
司
様　

神
奈
川
県

・
朴
谷　

弘
和
様　

北
海
道

・
高
野　

洋
平
様　

東
京
都

・
小
澤　

修
一
様　

愛
知
県

・
池
本　
　

稔
様　

石
川
県

▼
平
成
29
年
度
寄
附
金
額
合
計

　

９
，
０
０
８
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
10
月
31
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

（
内
線
２
２
４
）

・
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
ペ
ー
ジ

　

http://www.town.kosa.kuma

　

moto.jp/q/aview/102/233.html

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
と
は
、

自
然
災
害
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅

が
全
壊
す
る
な
ど
生
活
基
盤
に
著

し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
支
援

金
を
支
給
し
、
生
活
再
建
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

基
礎
支
援
金
を
期
限
内
に
申
請

し
な
い
と
、
加
算
支
援
金
も
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
支
援
金
の

申
請
期
限
ま
で
に
お
早
め
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
支
援
金
の
支
給
額

　

支
援
金
の
支
給
額
は
、
２
つ
の

支
援
金
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

①
住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支

　

給
す
る
支
援
金
（
基
礎
支
援
金
）

②
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支

　

給
す
る
支
援
金
（
加
算
支
援
金
）

▼
対
象
世
帯

①
住
宅
が
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半

　

壊
の
被
害
を
受
け
た
世
帯

②
「
半
壊
」
ま
た
は
「
大
規
模
半

　

壊
」
の
り
災
証
明
を
受
け
、
あ

　

る
い
は
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が

　

生
じ
る
な
ど
し
て
、
そ
の
ま
ま

　

に
し
て
お
く
と
非
常
に
危
険
で

　

あ
っ
た
り
、
修
理
す
る
に
は
あ

　

ま
り
に
も
高
い
経
費
が
掛
か
る

　

た
め
、
こ
れ
ら
の
住
宅
を
解
体

　

し
た
世
帯

▼
申
請
期
限

・
基
礎
支
援
金

　

平
成
30
年
５
月
13
日

・
加
算
支
援
金

　

平
成
31
年
５
月
13
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
４
）

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
保
育
所
へ

入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
入
所
を
希
望
す
る
人
は
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
育

児
休
暇
明
け
な
ど
で
、
平
成
30
年

度
５
月
以
降
に
入
所
を
希
望
す
る

人
も
必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
出
産
・
転
入
予
定
の
人
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
）。

　

希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
希
望

す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

　

12
月
８
日
（
金
）
～
22
日
（
金
） 

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

▼
入
所
基
準

　

本
町
に
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と

・
就
労

・
妊
娠
、
出
産

・
保
護
者
の
疾
病
、
傷
害

・
同
居
ま
た
は
、
長
期
入
院
な
ど

　

し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧

・
求
職
活
動

・
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
の
就

　

業
訓
練
を
含
み
ま
す
）

・
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

　

ン
ス
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と

・
育
児
休
業
取
得
中
に
す
で
に
保

　

育
所
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も

　

が
い
て
、
継
続
利
用
が
必
要
で

　

あ
る
こ
と

▼
申
込
書
の
請
求
先

●
町
福
祉
課

●
各
保
育
所

・
甲
佐
保
育
園

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
８
６

・
若
草
保
育
園

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
１
３

・
竜
野
保
育
園

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
５
１
９

・
乙
女
保
育
園

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
９
４
７

・
緑
川
保
育
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
８
９

※
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
、

　

申
込
書
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課　

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
３
）

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

12月３日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

12月10日 桃 崎 整 形 外 科 TEL096-235-8111

12月17日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

12月24日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

12月31日 小 屋 迫 医 院 TEL096-234-0165

doctor

町税などの滞納処分（10月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ４件

交 付 要 求 ０件

取 立・ 公 売 代 金 302,533円

tax

交 通 事 故 件 数

種　別
発生件数

10月 年累計

人身事故 ２ 24

物損事故 19 190

盗難など １ 13

10月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （１）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ４ （４）

合計件数 ６ （５）

11月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

ｉ
お
知
ら
せ

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の

申

込

期

限

に

つ

い

て

平
成
30
年
度
保
育
所
入
園
児
の

申
し
込
み
募
集
の
お
知
ら
せ

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

下横田から龍野小学校へ向かって

240 ㍍ほど進むと、坂道になるすぐ右側

に大きな杉の木が聳( そび )えていま

す。その根元には、地域の人たちが幸

野の「清水(出水 )さん」と呼んで、親

しんでいる湧水池(ゆうすいち )があり

ます。

「清水さん」は、かつては幸野の人た

ちの洗濯などの洗い場や、子ども達の

水遊びの場として利活用されてきまし

た。池は横幅 260 ㌢、奥行き 90 ㌢の大

きさがあり、現在は水深 40 ㌢位の水を

湛(たた )えています。すぐ横には大き

な貯水池もあり、耳を澄ますと湧水の

音が聞こえてきます。この湧水池がい

つ頃からあったのかは定かではありませ

ん。明治22年、丘の上に「凌雲小学校（現 

龍野小学校）」が開校された頃は、小学

校に水が無かったので、狭い坂道を下

りて、「清水さん」まで水を汲(く )み

に来ていたそうです。

また、「清水さん」に隣接している大

杉は、今から 30 年程前に樹齢が 700 年

以上と聞いていましたので、樹齢が 750

年以上とされる、甲佐町の国指定天然

記念物「麻生原のキンモクセイ」に匹

敵(ひってき )する樹齢のようです。幹

周りは 560 ㌢を測り、１㍍以上の横根が

湧水池の背面(はいめん )に壁のように

伸びている様子は異様な雰囲気( ふん

いき )を醸(かも )し出しています。

「清水さん」は、現在でも当番の人々

によって毎月清掃され、年２回は幸野地

区が総出できれいに清掃されています。

新年の寄合時には御神酒(おみき )上

げもされ、大切に守られています。

甲佐町の文化財探訪　〜第51 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶
清
水
さ
ん
と
隣
接
す
る
大
杉

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「幸野の清水（しみず）さんと大杉」 本田荘一 町文化財保護委員（上早川二区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（10月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 250,420 39,450 40,350

資 源 ご み 18,690 △2,770 △10,590

粗 大 ご み 3,900 △1,950 △3,140

合 計 273,010 34,730 26,620

※単位・㌔ 
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い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
４
）

　

パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の
申

請
・
交
付
窓
口
は
、
町
住
民
生
活

課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
の
手

続
き
に
、
９
日
間
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

掛
か
り
ま
す
。
12
月
29
日
（
金
）

か
ら
平
成
30
年
１
月
３
日
（
水
）

ま
で
の
間
は
、
旅
券
申
請
・
交
付

窓
口
は
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
の
際
は
、
余
裕
を
持
っ
て
早

め
に
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午

　

後
４
時
30
分
（
祝
日
お
よ
び
年

　

末
年
始
を
除
く
）

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

（
内
線
１
０
１
）

　

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
で
す
。
県
内
の
保
健
所
で

は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
合
わ

せ
て
検
査
日
程
を
拡
充
し
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受

け
ら
れ
ま
す
（
要
予
約
）
。

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
お
こ
る
病
気

で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
免

疫
力
が
低
下
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
感

染
症
や
悪
性
の
腫
瘍
な
ど
が
現
れ

ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
期
間
に
、

早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ

と
で
エ
イ
ズ
の
発
症
（
重
症
化
）

を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

大
切
な
人
へ
感
染
を
広
げ
な
い

た
め
に
も
、
一
度
は
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
検
査
は
採
血
を
行
い
、

１
時
間
程
度
で
終
了
し
ま
す
。

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
拡
充
日

・
12
月
６
日
（
水
）
午
前
９
時
～

　

午
後
４
時

・
12
月
14
日
（
木
）
午
後
５
時
～

　

午
後
７
時

・
12
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時
～

　

午
後
４
時

▼
通
常
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
日
（
年
間

　

を
通
し
て
実
施
）

・
毎
週
木
曜
日　

午
前
９
時
～
午

　

後
４
時

・
第
１
木
曜
日　

午
後
５
時
～
午

　

後
７
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　

県
の
保
健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
で
は
、
飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な

い
犬
や
猫
な
ど
の
保
護
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
ご
家
庭
で
ペ
ッ
ト
を

飼
い
た
い
と
思
わ
れ
る
と
き
、
ペ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
行
く
前
に
、
保

健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
保
護

さ
れ
て
い
る
犬
や
猫
に
１
度
、
目
を

向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
保
護
さ
れ
た

た
く
さ
ん
の
犬
や
猫
た
ち
が
、
家
族

と
し
て
迎
え
て
く
れ
る
飼
い
主
さ
ん

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
飼
育
環
境
や
家
族
構
成

な
ど
を
動
物
の
気
質
や
性
質
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
自
分
に
合
っ
た
１
匹

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
危
機
管
理
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

　

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
の
お
仕
事

探
し
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

・
就
職
に
関
す
る
相
談

・
履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の

　

個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
面
接
練
習
や
対
策

・
保
護
者
の
相
談　

な
ど

▼
利
用
時
間

　

月
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午

　

後
５
時
（
予
約
制
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
上
益
城
地
域
振
興
局

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
０
１
３

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
お
宅
で
の

急
病
や
事
故
に
備
え
て
、
緊
急
通

報
装
置
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

ペ
ン
ダ
ン
ト
や
緊
急
通
報
装
置

の
「
非
常
ボ
タ
ン
」
を
押
す
と
、

事
業
委
託
先
の
㈱
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
り
協
力
員
や
救
急
車
が

駆
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
月
１
回
、

ご
様
子
を
う
か
が
う
電
話
を
行
う

ほ
か
、
い
つ
で
も
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト

の
看
護
師
な
ど
に
心
身
に
関
す
る

こ
と
な
ど
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
人

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で

き
る
対
象
者
は
、
本
町
に
住
所
を

有
す
る
65
歳
以
上
の
者
で
、
か
つ

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
す
。

①
心
臓
疾
患
な
ど
の
緊
急
事
態
が

　

予
測
さ
れ
る
慢
性
疾
患
の
た
め
、

　

ま
た
は
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
既

　

往
症
が
あ
る
た
め
、
若
し
く
は

　

転
倒
の
可
能
性
が
著
し
く
高
い

　

な
ど
の
理
由
で
、
日
常
生
活
上

　

注
意
を
要
す
る
状
態
で
あ
る
こ

　

と
。

②
世
帯
状
況
お
よ
び
同
居
人
全
員

　

の
状
態
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
こ
と
。

・
１
人
暮
ら
し
で
あ
る
。

・
同
居
人
が
い
る
が
、
同
居
人
が

　

要
介
護
者
。

・
同
居
人
が
身
体
障
害
者
手
帳
１

　

級
ま
た
は
２
級
に
該
当
。

・
同
居
人
が
精
神
障
害
者
保
健
福

　

祉
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
に
該

　

当
。

・
同
居
人
が
療
育
手
帳
A1
、
A2
、

　

B1
に
該
当
。

・
同
居
人
が
定
期
的
・
継
続
的
に

　

仕
事
な
ど
で
長
時
間
外
出
す
る

　

た
め
、
実
質
的
に
１
人
暮
ら
し
。

③
前
各
号
に
該
当
す
る
も
の
の
ほ

　

か
、
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め

　

た
者
。

▼
設
置
費
用

・
月
額
負
担
金
５
０
０
円
（
設
置
、

　

撤
去
費
用
は
無
料
で
す
）

※
設
置
当
月
分
の
月
額
負
担
金
は
、

　

設
置
後
１
カ
月
に
満
た
な
い
場

　

合
で
も
全
額
請
求
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
撤
去
当
月
分
の
月
額

　

負
担
金
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

・
電
池
交
換
費
用

　

ペ
ン
ダ
ン
ト
式
発
信
機
電
池　

　

６
４
８
円

　

本
体
電
池　

３
，
２
４
０
円

※
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
。
数
年

　

に
１
回
交
換
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
先

　

申
請
手
続
き
は
、
町
福
祉
課
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
担

当
の
民
生
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

ｉ

お
知
ら
せ

年末年始のごみの収集・し尿くみ取り（12月25日〔月〕～１月５日〔金〕）
Informations

収集地区 収集日 クリーンセンターへの直接持ち込み

年
末

星の川団地、立岩団地、竜野地区

（上早川五区・あゆの里緑川団地

を除く）、乙女地区、白旗地区

12月25日（月）
12月28日（木）

・通常持込期限　12月29日（金）
・通常持込時間　午前９時～午後４時30分
・持　込　料　　100円 /10㌔
※個人・事業者の持ち込みは可

※ 家屋解体に伴う片付けごみは、12月29日（金）

まで

宮内地区、甲佐地区（星の川団地、

立岩団地を除く）、上早川五区、

あゆの里緑川団地

12月26日（火）
12月29日（金）

年
始

星の川団地、立岩団地、竜野地区

（上早川五区・あゆの里緑川団地

を除く）、乙女地区、白旗地区

１月４日（木）
から

１月４日（木）から通常持ち込み
※家屋解体に伴う片付けごみも、同日から持ち込

　みできます。宮内地区、甲佐地区（星の川団地、

立岩団地を除く）、上早川五区、

あゆの里緑川団地

１月５日（金）
から

● 家庭ごみ収集

▲

お問い合わせ先　御船町甲佐町衛生施設組合（クリーンセンター）　 TEL096‐282‐0688

● し尿くみ取り

収集地区 くみ取り日 備考

年
末

全地区 12月28日（木）まで
年末は非常に混み合いますので、早めにし尿くみ取り業者
にお申し込みください。

年
始

全地区 １月４日（木）から 通常受け入れ

▲

お申し込み・お問い合わせ先

・甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部・星の川団地の一部を除く）

　米村衛生社　 TEL096‐234‐0308

・宮内地区、甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部、星の川団地の一部）、竜野地区、乙女地区、白旗地区

　甲佐衛生社　 TEL096‐234‐1217

町環境衛生課　 TEL 096‐234‐1169（内線252）

年
末
年
始
の
旅
券
申
請
・

交

付

受

付

に

つ

い

て

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
合
わ

せ
て
検
査
日
程
を
拡
充
し
ま
す

甲佐10マイル公認ロードレース大会　12月３日（日）開催

Sports

■12月３日（日）スタート

　10マイル（約16.09㌔）のタイ

ムを競う甲佐10マイル公認ロード

レースは、有力実業団からトップ

ランナーが多数出場する日本有数

の10マイルロードレースです。

町生涯学習センター周辺をスター

ト・ゴールとし、冬の甲佐を舞台

に競技者たちがデットヒートを繰

り広げます。

犬
や
猫
の
譲
渡
会
で
新
し
い

家
族
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か

県

の

無

料

職

業

相

談

室

ジ

ョ

ブ

カ

フ

ェ

上

益

城

■種目（スタート時間）

・午前10時35分　

　中学男子５㌔の部

・午前10時37分

　女子５㌔の部

・午前11時20分

　10マイル国際競技者の部

・午前11時20分

　10マイル一般競技者の部

・午前11時25分

　高校男子10㌔の部■主な招待選手

今井正人（トヨタ自動車九州）、

井 上 大 仁（MHPS）、 設 楽 悠 太

（Honda）、市田孝（旭化成）、栃木

渡（順天堂大学）

■お問い合わせ

　町教育委員会社会教育課

　 TEL096-234-2447

▲前回大会で優勝した神野競技者



Monthly Information Monthly Information

　

県
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
出
張
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不

安
、
人
間
関
係
で
悩
ん
で
い
る
、

学
校
に
行
け
な
い
・
行
き
た
く
な

い
、
学
校
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
、

働
く
気
が
起
き
な
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、
関

係
者
の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
１

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日

　

12
月
８
日
（
金
）

▼
相
談
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
午
後
３
時
30
分
ま
で
に
ご
来
所

く
だ
さ
い
）

▼
会
場

　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ
（
宇
城
市
）

▼
相
談
料
金

　

無
料

▼
対
象
者

　

主
に
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
方
と
、

そ
の
ご
家
族
、
友
人
、
知
人
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
７
‐
７
０
０
０

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

・
推
薦　

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
み
を
含

む
）
17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績

を
修
め
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者

・
一
般　

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
み
を
含

む
）
17
歳
未
満
の
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
限

・
一
般　

　

平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

・
推
薦　

　

受
付
終
了
し
て
い
ま
す

▼
試
験
日

・
推
薦　

　

平
成
30
年
１
月
６
日
（
土
）
～

　

８
日
（
月
）

・
一
般　

　

１
次　

平
成
30
年
１
月
20
日　

　

（
土
）

※
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

  　　

県
で
は
「
生
物
多
様
性
く
ま
も
と

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
生
物

多
様
性
に
関
す
る
学
習
や
野
鳥
観

察
を
通
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全

に
つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。

　

募
集
案
内
や
申
し
込
み
書
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

▼
会
場

　

荒
尾
干
潟

　

荒
尾
市
中
央
公
民
館

▼
募
集
期
限

　

12
月
22
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
自
然
保
護
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
４

　

県
で
は
「
く
ま
も
と
ハ
ー
ト

ウ
ィ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

大
笑
い
コ
ン
ビ
「
松
本
ハ
ウ
ス
」
の

お
２
人
に
、
統
合
失
調
症
に
関
す
る

体
験
談
な
ど
に
つ
い
て
、
笑
い
を
交

え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
障
が
い
の
あ
る
方

へ
の
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日
時

　

12
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
～

▼
会
場

　

県
庁

▼
観
覧
料

　

無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実

　

行
委
員
会

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
３
５

　　

県
は
、
被
災
地
で
あ
る
阿
蘇
地

域
の
医
療
機
関
に
１
か
月
～
１
年

程
度
勤
務
し
て
い
た
だ
く
保
健
師
、

助
産
師
、
准
看
護
師
の
看
護
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
援
ナ
ー
ス
の
勤
務
先
選
定
や

就
労
後
の
相
談
に
は
、
選
任
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
対
応
し
、

就
労
さ
れ
た
方
に
は
特
典
も
あ
り

ま
す
。

　

阿
蘇
地
域
の
医
療
の
復
興
に
、

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
５
‐
７
６
６
０

　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校
で
は
、

平
成
30
年
度
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

中
学
生
以
上
（
平
成
30
年
３
月

ｅ
開
催

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会

「
生
物
多
様
性
く
ま
も
と

セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
者
募
集

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
観
覧
者
募
集

バレーボール ＆ ソフトバレーボール大会結果
Sports

●主催・甲佐町バレーボール協会

　（芦原博幸会長）

●期日・８月 24 日（木）

●会場・甲佐小学校体育館

▲

優
勝
し
た
乙
女
チ
ー
ム

・優勝　乙女

・準優勝　豊内岩下

▲

優
勝
し
た
あ
ゆ
の
里
チ
ー
ム

・優勝　あゆの里

・準優勝　カレー煮込み平うどん

・敢闘優勝　美男微女

■第14回町内バレーボール大会 ■第16回職場対抗ソフトバレーボール大会

●主催・甲佐町バレーボール協会

　（芦原博幸会長）

●期日・10 月 19 日（木）

●会場・甲佐小学校体育館

中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
を

含
む
）

▼
願
書
受
付
期
間

　

12
月
４
日(

月)

～
25
日(

月)

▼
受
験
料

　

１
５
，
０
０
０
円

▼
試
験
期
日

　

平
成
30
年
１
月
13
日
（
土
）

▼
修
業
年
限

　

２
か
年

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

　

TEL
０
９
６
４
‐
３
３
‐
７
４
７
４

　　

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
障

が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職

業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の

期
間
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
受
講
対
象
者

　

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・

下
肢
・
内
部
）
、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

▼
定
員

　

10
人

▼
内
容

　

事
務
職
希
望
者
を
対
象
に
、
事

務
職
で
必
要
な
業
種
別
業
務
内
容
、

簿
記
・
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
習
得
し

ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

12
月
27
日
（
水
）

▼
訓
練
期
間

　

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）　

～
４
月
27
日
（
金
）
（
３
カ
月
間
）

▼
経
費

　

テ
キ
ス
ト
代
８
，
４
７
８
円

（
税
込
み
）
程
度

▼
訓
練
場
所

　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

・
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

・
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

TEL
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

シ
ニ
ア
の
た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
、

「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
」
を
開
校

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
自
分
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
入
学
資
格

　

県
内
在
住
で
、
学
習
意
欲
の
あ
る

60
歳
以
上
の
人

▼
募
集
人
員

　

熊
本
校　

１
０
０
人

　

八
代
校　

80
人

▼
募
集
期
間

　

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
～
３

月
１
日
（
木
）

▼
開
催
日
時
・
場
所

・
熊
本
校　

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～

　

午
後
３
時
30
分

　

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
八
代
校　

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～

　

午
後
３
時
30
分　

　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
受
講
料

・
入
学
金　

５
，
０
０
０
円

・
受
講
料　

１
５
，
０
０
０
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

　　

例
年
、
年
末
年
始
は
、
金
融
機
関

な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
事
件
や
車
上
ね

ら
い
、
乗
り
物
盗
（
オ
ー
ト
バ
イ

盗
、
自
転
車
盗
）、
万
引
き
な
ど

の
該
当
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。
ま

た
、
車
の
利
用
も
増
え
、
交
通
事

故
も
増
加
し
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

で
犯
罪
や
交
通
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
と
と
も
に
、
不
審
な
人
物

を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
「
１
１
０

番
」
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　

（
内
線
２
６
１
）

ｃ
く
ら
し
安
全

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
や
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～12月～
 Event

●環境美化に関するポスター展示

▶期　間　　12 月４日（月）～ 12 月 19 日（火）

▶展示内容　環境美化に関するポスター

▶主　催　　乙女地区子ども育成会

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」
12月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　甲佐小体育館

　　　　　月曜日　午後７時30分

●少年柔道
　甲佐中武道館「甲心館」

　　月・水・金曜日　午後７時

　●卓球
　　町生涯学習センター・ホール

　　　　水・金曜日　午後７時30分

●サッカー教室
　甲佐中グラウンド

　　　　　　木曜日　午後７時

　甲佐小グラウンド

　　　　　　土曜日　午前９時

　●バスケットボール教室

  　甲佐中体育館

　　　　　　　火曜日　午後８時

　●ジュニアバスケット教室

  　甲佐小体育館

　　　　　　　水曜日　午後７時

　●ノルディックウォーキング

　　教室

　  白旗小体育館

　　　　　　　月曜日　午後７時

　●トランポリン教室

  　特別養護老人ホーム 桜の丘

　　　　　金曜日　午後５時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局

　（町教育委員会社会教育課内）

　 TEL096-234-2447（内線325）

バスケットボール教室

藤本飛雅くん・笹原徳一郎くん
 （上早川四区）　　  （下横田）

　　　バスケットがんばるぞ！ ｒ
募
集

平
成
29
年
度
高
等
工
科
学
校

生

徒

を

募

集

し

ま

す

「
く
ま
も
と
復
興
応
援
ナ
ー

ス
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と

し
た
職
業
訓
練
生
の
募
集

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

平
成
30
年
度
生
徒
の
募
集

平
成
30
年
度
熊
本
さ
わ
や
か

大

学

校

入

学

生

募

集

▼

先
月
の
産
業
文
化
祭
作
品
展
示



ひとの 動 き （敬称略）

10月11日（水）～11月10日（金）

 

［
短
歌
］ 

渡
辺
幸
士 

選

新
築
の
家
や
倉
庫
が
増
え
出
し
て
復
興
の
兆
し
頼
も

し
く
み
る 

緒
方　

明
美

息
子
ら
の
仕
事
に
付
い
て
阿
蘇
に
行
き
一
日
中
を
と

も
に
過
ご
せ
り 

赤
星　

文
子

秋
空
よ
せ
め
て
私
の
夢
な
り
し
飛
行
機
雲
に
乗
せ
て

お
く
れ
よ 

　

塚
原　

暁
益

肌
寒
き
秋
風
吹
け
ば
山や

ま
あ
い間

の
甲
佐
の
郷
も
静
か
に
暮

れ
る 

白
梅　

武
人

煌
々
と
ひ
か
り
輝
く
名
月
に
思
わ
ず
手
を
組
み
暫
し

眺
め
る 

上
村
や
す
美

久
々
の
雨
に
打
た
れ
て
大
根
は
昨
日
よ
り
ず
っ
と
背

伸
び
し
て
お
り 

吉
永
由
紀
子

捗
ら
ぬ
庭
の
草
取
り
手
を
休
め
器
用
な
母
の
手
捌
き

思
う 

内
田
乃
武
子

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
咲
く
中
微
笑
め
る
遺
影
の
姉
は
寂

し
げ
に
み
ゆ 

池
田
キ
ヨ
子

真
昼
間
の
バ
ス
の
乗
客
わ
れ
独
り
車
内
放
送
ひ
と
り

占
め
し
て 

渡
辺　

幸
士

 

［
川
柳
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
叫
ぶ
」

飾
り
馬
勢
子
の
叫
び
で
盛
り
上
が
る 

林　
　

雅
之

つ
り
橋
で
足
進
ま
ず
に
叫
ぶ
声 

川
田
ト
メ
子

絶
叫
が
落
ち
て
く
る
か
も
遊
園
地 

清
川
み
ど
り

　
　
　

「
最
高
」

最
高
の
天
気
に
感
謝
運
動
会 

布
田　

愛
子

最
高
の
夢
で
よ
か
っ
た
五
億
円 

日
隈　

俊
郎

最
高
の
ス
リ
ル
結
婚
し
て
み
る
か 

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

子
供
は
宝
あ
と
一
人 

広
田
み
ど
り

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

共
稼
ぎ
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム 

下
田　

千
恵

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

ま
だ
勝
敗
は
つ
い
と
ら
ん 

志
垣　
　

光

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

娑
婆
だ
も
ん
誰
か
扶
け
る 

佐
藤　
　

葵

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

嫁
と
母
と
に
挟
ま
れ
て 

布
田
か
ん
な

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

慌
て
な
く
て
も
明
日
が
あ
る 

平
井
や
よ
い

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

借
金
な
苦
に
し
な
は
ん
な 

長
原　

産
賀

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

暇
は
有
り
過
ぎ
銭
は
無
し 

佐
野
し
ょ
う

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

酒
の
力
で
プ
ロ
ポ
ー
ズ 

光
永　
　

六

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

口
八
丁
で
手
八
丁 

井
元
あ
ざ
み

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

缶
詰
類
は
揃
っ
て
る 

日
高　

美
里

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

何
も
せ
ん
よ
り
や
っ
て
み
ろ 

上
田　

梅
清

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

言
う
た
ば
っ
て
ん
や
お
い
か
ん 

日
隈　

元
良

ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
る　

良
か
父
ち
ゃ
ん
と
二
人
連
れ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

師
走 

～

10月31日（火）、竜野保育園幼児交通安全クラブ「ママがまもる隊」による交通安全教室。保護者による交通安全啓発劇（竜野保育園）

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

作り方

①ニンジンは４～５㍉の半月切

りにする。チビッ子がいる家

庭では、動物の型抜き等を使

うと楽しく食べられますよ。

②カボチャは種を取り、３～５

㍉の厚さに切りましょう。硬

いので気をつけて！ところど

ころ皮を剥いておくと火の通

りが早くなりますし、見栄え

もよくなります。

③鍋に①②と調味料の全てを入

れて、弱火でコトコトとやわ

らかくなるまで煮ていきます。

10分で出来上がりますよ。

ニンジンとカボチャのレモン煮

ご存知ですか？

材料（４人分）

ニンジン ……………………１本
カボチャ ……………６分の１個
水……………………………100cc
砂糖…………………大さじ２．５
塩 ………………小さじ２分の１
レモン汁 …………大さじ１～２
サラダ油など …………小さじ１

　　ニンジンとカボチャは1年

中店頭に並んでいますね。それ

は日本の各地で生産されている

からなんです。では旬は何時な

んでしょう。

ニンジンは10～12月が旬で、甘

味や栄養がグンと増す時です。

そしてカボチャは夏に収穫しま

すが、２～３カ月保存すると身

がしっかりします。だからこそ

今が食べ時なんです。

ニンジンもカボチャもβカロテ

ンを豊富に含んでいます。サラ

ダ油等で炒めることにより、ビ

タミンÅがより多く摂取出来ま

す。

クリスマスは、きれいに盛り付

けテーブルを賑やかにして楽し

みましょう。

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！
	住　所	 氏　名	 性別	 保護者

世　持　志垣　海
かいしょう

昇　男　憲　彦

芝　原　佐藤恭
きょうしろう

志朗　男　　純　

田　口　山田千
ち さ の

紗乃　女　泰　平

津志田　菊谷　いと　女　めぐみ

西寒野　髙木　敬
け い と

翔　男　翔　太

早　川　岡部妃
ひ ま り

茉里　女　祐　輝

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,120 △７

女 5,729 △10

計 10,849 △17

世帯数 4,296 △５

平成29年10月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

	住　所	 氏　名	 		年齢		世帯主

津志田　山内ヌイ子　87　ヌイ子

下横田　福田　房子　91　房　子

横　田　下田　　浩　78　次　惠

世　持　平野　和江　77　友　從

早　川　早崎　　淑　96　　淑

西寒野　寺本　壽葊　79　ミキヨ

西寒野　井上　春男　84　良　治

糸　田　緒方　政美　95　満　之

麻生原　伊佐美知子　90　美知子

田　口　谷　ミツ子　84　也寸志

芝　原　坂本小夜子　73　小夜子

中横田　田中　艶子　101　艶　子

船　津　山口美枝子　91　美枝子

早　川　入口フミ子　95　民　子

岩　下　古閑　　安　85　　綠

豊　内　伊豆野チエ子　87　浩　文

　

11
月
12
日
（
日
）
の
産
業
文
化
祭

で
は
、
秋
晴
れ
の
下
、
会
場
と
な
っ

た
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
役
場
駐

車
場
な
ど
は
大
勢
の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ニ
ラ
飛
ば
し
で
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
ニ
ラ
に
関
す
る
こ
と
を

『
ニ
ラ
大
好
き
ー
！
』
な
ど
と
叫
ん

で
飛
ば
し
ま
す
。
２
投
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
、
う
ま
く
風
に
乗
る
と
遠
く
ま

で
飛
ぶ
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
ど
ん

な
に
遠
く
に
飛
ん
で
も
コ
ー
ス
を
外

れ
れ
ば
ア
ウ
ト
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
上
手
に
飛

ば
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
世
界
記
録
・
甲
佐
記
録
の
更
新
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
も
１
日
、
カ
メ
ラ
を
手
に
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
品
、
ス
テ
ー
ジ

な
ど
を
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
が
、
撮
影
に
夢
中

で
１
，
０
０
０
人
ニ
ラ
鍋
を
食
べ
損

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
と
て
も
心
残

り
で
す
。	

（
り
）

編

集

後

記
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こうさ広 報

　

「
全
国
か
ら
上
手
な
選
手
が
集

ま
っ
て
い
て
レ
ベ
ル
の
高
い
練
習

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
日
本

バ
ス
ケ
の
課
題
に
つ
い
て
の
指
導

と
講
義
を
通
し
て
刺
激
を
受
け
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
の
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
選
手
の
澤
田
留
衣
さ
ん

（
有
安
区
・
甲
佐
中
２
年
）。

　

今
秋
、
澤
田
さ
ん
は
東
京
で
開

催
さ
れ
た
中
学
生
対
象
の
全
日
本

育
成
合
宿
に
参
加
。
同
合
宿
は
、

世
界
に
通
用
す
る
選
手
の
育
成
を

目
指
し
て
年
代
に
応
じ
た
体
力
強

化
や
技
術
指
導
を
目
的
に
、
日
本

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
主
催
。

九
州
地
区
の
選
考
を
通
過
し
て
、

県
内
で
た
だ
１
人
選
出
さ
れ
た
。

　

小
学
４
年
生
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
始
め
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
恵
ま
れ

た
身
長
を
活
か
し
て
セ
ン
タ
ー
で

活
躍
。
10
月
に
行
わ
れ
た
郡
新
人

戦
で
は
、
攻
守
の
要
と
し
て
甲
佐

中
女
子
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
優

勝
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

　

「
日
本
人
選
手
は
海
外
の
選
手

に
比
べ
て
小
さ
い
た
め
、
世
界
で

戦
う
に
は
、
身
体
を
使
っ
て
厳
し

く
相
手
に
当
た
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
を
重
視
し
た
合
宿
内
容

で
し
た
」
と
澤
田
さ
ん
。「
身
体

の
動
か
し
方
な
ど
普
段
な
ら
で
き

て
い
る
プ
レ
ー
が
、
身
体
の
大
き

な
選
手
を
相
手
に
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
今
後
の
課
題
を
語
る
。

　

現
在
１
７
５
㌢
の
長
身
を
活
か

し
た
プ
レ
ー
と
と
も
に
「
ス
ピ
ー

ド
で
は
負
け
ま
せ
ん
」
と
、
自
ら

の
強
み
を
分
析
す
る
。
一
生
懸
命

で
、
ひ
た
む
き
に
が
ん
ば
る
そ
の

姿
勢
は
、
ほ
か
の
チ
ー
ム
の
指
導

者
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
の
存

在
感
が
光
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

プ
レ
ー
に
全
力
で
ぶ
つ
か
り
、
た

く
ま
し
く
挑
戦
を
続
け
る
。

　

常
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
話
し
合

い
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
練

習
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
工
夫
し
て
い

る
。「
自
分
１
人
で
は
プ
レ
ー
で

き
ま
せ
ん
。
５
人
そ
ろ
っ
て
み
ん

な
で
協
力
し
て
プ
レ
ー
で
き
る
の

が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
魅
力
で
す
」

と
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
話
す
。

　

「
応
援
さ
れ
る
選
手
に
な
り
た

い
で
す
。
一
生
懸
命
に
す
る
こ
と

を
大
事
に
し
た
い
で
す
」
と
目
標

を
語
る
澤
田
さ
ん
の
目
は
、
世
界

を
見
据
え
て
い
る
。

懸
命
に
コ
ー
ト
を
駆
け
て
跳
び

世
界
を
目
指
し
ゴ
ー
ル
へ
向
か
う

さわだ るい / 甲佐中２年、

女子バスケット部所属。小学

４年生からバスケットを始め、

今秋実施された「Ｕ14ナショ

ナル育成キャンプ」に選出。

澤田 留衣さん
Sawada Rui

〔有安区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル


